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巻 頭 言
「詩は歴史性に対し垂直に立つ。」稲垣足穂の言である。十代の頃，詩を濫読していた私
はこの名言に出い，ことば自体の簡潔かつ静謐な美しさと透徹した深い哲学的精神に強
く魅かれた。
私が特に愛好したのはフランス現代詩である。ボードレール，ランボー，マラルメ，ヴ
ェルレーヌ，プレヴェール，エリュアール，ミショー，ブルトン，コクトー，アポリネー
ル…。今も諳んじることのできる愛と生と死が高密度に凝縮されたことばの世界，律動と
旋律がイメージを紡ぎ出す夢幻の世界に耽するのが至上の喜びであった。タルホが言う
通り，詩のことばは時間を超越する。読み手を今ここから永遠の世界へ瞬間的に連れ去
り，真実に触れさせる。時間の流れを押し留めることのできない現実の前で，詩のことば
は，時間が結晶と化した永遠の実在へと瞬間的に駆け上がる。詩の輝きは，久遠のイデア
の神秘的な美しさを照らし出す。
けれども本当の意味でタルホの凄さに気づいたのは，その後ずっと経ってからだった。
私は記憶の中でいつしか彼のことばを，「詩は時
、
間
、
性
、
に対し垂直に立つ」とすり替えてい
た。しかし，それは間違いであった。彼は「時間性」でなく「歴史性」と語っていた。詩
を読む喜びとは，今ここを超越して永遠の世界に游ぶ楽しみや真実に触れる至福ばかり
を言うのではない。むしろ，永遠の実在に上昇していながらも，過去の経験から喚起され
る甘美な，そしてほろ苦い想いを感ずることにある。詩のことばは，過去の〈生きられた
経験〉と感応するが故に胸に響く。過去という泉があればこそ，詩のことばは香り立ち，
光を放つ。詩を読むという行為は，今ここの現実からの逃避なのではなく，過ぎ去った
人生から永遠の真理への飛翔である。稲垣足穂はそう喝破していた。
思えば，研究も同様ではないか。タルホの言をれば，「発見は歴史性に対し垂直に立
つ。」「Eureka」というアルキメデスの叫びに象徴される瞬間を，研究者なら誰しも持っ
ているであろう。「発見（気づき閃き）」は，研究をしている中で訪れるこの上ない喜び
の瞬間である。「発見」は，完了した時間，過去性を絶対的に前提する。「発見」は，未発
見であった過去の，長い長い時間の集積の上にある。だからこそ喜びもまた一入なのであ
る。「発見」が垂直な関係を結ぶのは，現在ではなく，うまくいかなかった過去との間で
あり，その恍惚の瞬間は，努力を惜しまず続けた者にだけ訪れる。積み重ねられた努力，
つまり歴史性に対し，「発見」は，詩よりも尖鋭に屹立する。それは瞬間的に歴史性を超
越し，永遠の真理の世界へと私たちを誘う。
ここに著された冊子は，英語コミュニケーション紀要である。本紀要は，日頃から学生
の人間形成学力向上へ熱心に取り組む本学科教員が豊かな発想を練磨した成果を問うも
のである。「発見」の瞬間が満ちれる力編をどうかお読みいただきたい。また，本紀要
には本学科教員の学術研究会，学生向けに実施した特殊研究講座，学位請求論文題目およ
び卒業論文題目を収めてある。学科全体の着実な歩みと実りを見て取っていただければと
願う。ささやかながら本紀要をひとつの拠点として，英語コミュニケーション学科教員の
研究教育活動が従前以上に一層活発になることを関係者一同期している。大方の今後の
ご支援ご鞭撻を願ってやまない。 （英語コミュニケーション学科長 井原奉明）
